




新しく設置した古利根川沿いの遊歩道

２０２１年（令和３年）  第２1号

　長年の悲願であった東武動物公園駅東口駅前通りの拡
幅は、平成30年12月末に国から埼玉県へ事業認可がおり
て以降、大型バスの乗り入れができなかった駅ロータリーは
３倍の広さに、駅前通りの道幅は、現状の10mから20mに拡
幅（古川橋も含む）する計画で着 と々進めています。
　特に、最大の課題でもあった駅前通りと旧日光街道との危
険な交差点（本陣跡地前交差点）も直線道路として全面的
に改修されます。地域の生活と経済の拠点である東武動物
公園駅の駅前開発はあと
４年で完成予定です。

【工事期間】
令和元年12月6日
～令和8年3月31日

東武動物公園駅東口通り線
区画整理事業

完成は令和 8 年 !杉戸町

杉戸の新たな憩いの空間
駅前通りから古利根川沿いを行く杉戸町

　これまで歴史ある流灯祭りをはじめ、地域に親しまれてき
た古利根川の古川橋付近。3年前から県の事業として地元
住民の皆さんと話し合いながら工事を進め、川沿いに遊歩
道を設置してきました。最近では、狭い川沿いの道路でなく、
川辺の遊歩道を行く通勤通学の方や、散歩される風景をよ
く目にするようになりました。また、川ではサップなどのマリンス
ポーツをしている姿も。今後、テラスや新たなイベント会場とし
てなど、水辺とコラボできるイベントはたくさんありそうです。さ
らに遊歩道の延伸を進め、古河橋から清地橋までをゆったり
と散策できるようにする計
画です。杉戸の新たな魅
力スポットとして、たくさんの
人に利用していただけれ
ばと思います。

　平成30年より建設を進めてきた中川の流量調整施設は、
令和3年6月に完成しました。これにより、埼玉県が保有する
放水路の中でも最大規模（毎秒50立方メートル）の幸手放
水路の機能が最大限生か
されます。また、幸手市・杉
戸町の中川流域の浸水な
どによる被害は約3割削減
されることになります。

完成!中川流量調整施設「さくら堰」
ぜき

徹底的に水害と闘う幸手市・杉戸町

倉松川の河川改修、最終区間に着手
幸手の水害対策幸手市

　幸手市の最大の課題は水害であり、その解決策は内水
被害対策と倉松川の改修にありました。倉松川の川幅を広
げる改修工事は、昭和５０年から大島新田調節池や首都圏
外郭放水路（春日部市）の整備と連動して進めてきました。
　残りの未改修区間は、もっとも改修が困難とされてきた国
道4号、県道（御成街道）、線路（東武線）など５つの橋がま
たがる９００m区間です。
　現在、幸手駅西口付近の工事を進めている最中ですが、
今年度は、川の拡幅、橋の架け替えのための用地取得に向
けた測量・調査、用地交渉
を実施しています。用地取
得が完了次第、もっとも大き
な工事となる国道４号幸手
橋の架け替え工事から着
手していきます。

　私たちの地元には、古利根川、中川、倉松川、南側水路など、たくさ
んの魅力的な川と水路があります。川の国・埼玉県では、これまでも
川辺の再生に取り組んできましたが、令和3年4月からは新たにサ
ポーター制度を立ち上げ、県民の皆様との川の清掃をはじめ、
川辺魅力化の取り組みを進めています。関心
のある方はサポーターになりませんか？

環境農林委員長より リバーサポーターズ募集!

県民の皆様と一緒に魅力的な川辺を
つくりたいと考え、リバーサポーター
ズを立ち上げました!また、今回のこのチラシ
には再生紙を使用。環境農林委員長として、
様々な形でSDGsに積極的に取り組みます。
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危険な本陣跡地前交差点を直線に!

車線がズレていて
危険!

完成したさくら堰

中川 南側水路

幸手放水路の内部を視察 倉松川の増水時（東２丁目付近）

サポーター登録はこちら▶▶▶

水害対策を間
近で学べるチャ
ンス！中川流量

調整施設見学ツアーを
開催します！詳細はお問
い合わせください。




